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	ウクライナ危機の米国経済への影響�～原油価格上昇による負担増をどうみるか～
	１．インフレは足元で加速
	２．今後のインフレ率 ～ CPIは4月に9％台に達する惧れ、年末も高止まりリスク
	３．米景気への影響 ～ 原油価格上昇は景気後退入りのサインか？
	４．原油価格上昇による家計負担の増大は、2008年並みかそれ以上
	５．負担額の増加は原油価格の上昇ペース次第、今後の動向に注意が必要
	６．一方、過去の景気後退局面と異なり、家計の金融資産は潤沢、負債も少ない
	７．米国経済見通し ～ 回復のモメンタム強く景気後退は回避も、成長ペースは鈍化
	（補論１）試算の前提
	（補論２）米国の家計のエネルギー支出
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